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詩
∴
由
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悌L

I
狂
言
蹄
．
語
初
の
展
閏
脚
－

l
　
は
じ
め
に

′
平
安
時
代
末
期
・
藤
原
薩
北
家
の
専
権
に
ひ
し
が
れ
た
文
人
達
は
∵

院
政
と
武
士
勢
力
の
露
頭
と
に
よ
る
貴
族
社
会
そ
の
も
の
の
退
潮
に
ひ

き
込
ま
れ
て
不
遇
な
生
活
に
お
し
や
ら
れ
て
い
挺
。
こ
こ
に
、
藤
原

敦
光
と
い
う
一
文
人
を
中
心
に
、
不
退
去
己
わ
れ
る
生
活
の
相
と
、
そ

こ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
彼
等
が
甜
ん
だ
「
場
」
と
に
つ
い
て
考
え
、
払
わ

せ
て
漢
文
学
に
お
け
る
空
白
綺
語
概
の
展
開
の
跡
を
辿
っ
て
み
た
い
1

中
一
川
　
癖
r
　
之
l
　
助

藤
原
敦
光
を
撰
ん
だ
の
は
、
当
時
の
記
録
に
も
「
雑
筆
冠
絶
当
世

、
、
夷
・
」
　
（
台
記
）
　
「
早
箪
終
功
。
料
謂
文
之
事
随
乎
人
欺
。
」
　
（
申
右

記
）
．
上
記
さ
れ
て
い
る
有
数
な
文
人
で
あ
り
、
研
究
の
資
料
に
も
恵
ま

．
れ
て
い
を
た
め
で
あ
る
。
そ
の
点
」
大
江
匡
房
に
つ
い
て
も
考
え
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
そ
の
家
系
と
経
歴
の
概
署
を
記
す
。

（
尊
卑
分
脈
に
ょ
る
）

家

．

系字
合
（
武
家
）
．
－
－
説
下
甲
…
⊥
ハ
代
孝
：
∵
・
敦
信
－
「
明
術
－

ー
明
業

－
敦
去

l l

明：載

ト
茂
明

－
周
光

－
永
光
（
長
光
）

－
成
光
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血
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周
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五
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当
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従

五
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当
時
大
内
富己

式

部
丞

．に任
す

図
昏

助

献

策
ヽ

当
時

六
位

文

章
得

．粟生
に
挙
げ
ら

る

閉
衡
異

出

生
兼ゆ
大輔
内を
言己へ
越 て
中 ’
介当

・時
文

章

荘
囲
馴
馴
Ⅱ

Ⅲ
　
不
遇
の
意
識
と
そ
の
罪
因

敦
光
の
不
遇
を
欺
く
詩
は
数
多
い
。
は
や
く
、

除
夜
独
吟

行
年
三
十
今
督
尽
。
倍
顧
身
涯
足
勤
惰
。

性
姉
才
疎
官
叉
嬢
。
独
悪
事
事
巳
蘭
成
。
　
　
　
　
　
　
一

（
本
朝
無
闇
詩
巻
五
）
　
　
　
　
　
・
却

註
　
以
下
、
本
朝
無
冠
詩
（
許
容
類
従
所
収
）
よ
り
の
引
用
は
巻
数
の
み
－

を
以
っ
て
示
す

の
作
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
恩
は
年
々
に
深
ま
っ
て
ゆ
く
。
次
に
、
本

朝
統
文
粋
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
敦
光
の
申
文
に
つ
い
て
そ
の
不
遇
と

す
る
と
．
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。

山
　
上
啓
固
箇
所
望
事
（
保
竺
ニ
・
十
二
・
九
）

と
の
状
は
、
式
部
大
輔
の
閑
と
申
弁
の
閑
に
補
せ
ら
れ
る
こ
と
を
厩

っ
た
も
の
で
あ
る
。

敦
光
為
大
内
記
之
時
。
任
先
例
申
少
弁
。
頻
退
共
闘
。
無
遂
其
望
。

徒
遷
他
官
。
空
戯
四
品
。
其
後
顧
達
之
至
拙
悪
才
之
惟
疎
・
年
来
之

由
不
献
申
文
也
。
敦
光
若
被
用
者
不
可
有
其
限
。
既
用
才
能
徒
以
掩



由
。
愁
中
之
愁
。
欺
中
之
欺
也
。

と
、
功
の
報
い
ら
れ
な
い
不
満
を
述
べ
、
「
今
生
之
望
在
此
雨
宮
。
慮

外
漏
其
恩
者
。
宥
何
面
目
】
日
経
拇
世
間
我
。
用
与
不
用
在
此
一
挙
而

巳
。
」
と
強
く
所
望
を
訴
え
て
い
る
。
と
の
月
、
式
部
大
輔
に
任
ぜ
ら

れ
て
い
る
。
。

．
・
②
・
請
殊
豪
天
屈
依
式
部
惑
巡
第
一
井
儒
学
奉
公
労
被
弟
任
紀
伊
国

．
守
閑
状
（
大
治
五
・
正
・
）

∵
崇
徳
天
皇
生
誕
の
元
永
二
年
（
十
二
九
）
、
浴
殴
記
事
の
俵
に
、

女
茸
博
士
藤
原
敦
光
は
藤
原
実
光
・
中
原
師
遠
を
率
い
て
奉
仕
し
た

（
中
富
御
産
部
類
な
ど
）
。
そ
の
後
、
実
光
（
北
家
）
は
早
く
昇
殿
を

許
さ
れ
正
四
位
下
に
赦
せ
ら
れ
、
師
遠
も
ま
た
栄
進
し
た
が
、
散
光
は

独
り
恩
賞
の
数
に
洩
れ
て
い
た
。
天
治
二
年
仙
洞
の
殿
特
を
許
さ
れ
な

が
ら
、
内
裏
の
殿
上
を
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
・
共
光
に
思
い
l
く
ら
べ

宅
、
敦
光
に
は
と
く
に
不
洞
で
あ
っ
た
。

・
こ
の
状
は
、
そ
う
し
た
不
満
を
記
し
、
か
つ
大
輔
の
虜
に
よ
る
加
階

の
か
な
え
ら
れ
な
い
代
償
と
し
て
、
紀
伊
固
守
の
兼
任
を
陥
っ
て
い
る
。

別
　
辞
殊
豪
天
恩
准
先
例
依
当
職
井
儒
学
奉
公
労
被
叙
一
階
状
（
大

・
治
六
．
正
．
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

こ
の
状
は
、
幼
少
よ
れ
の
儒
学
の
労
と
奉
公
の
功
と
を
述
べ
て
、
後

進
に
位
階
・
栄
誉
を
先
ん
じ
ら
れ
る
不
満
を
訴
え
、
一
階
の
叙
位
を
頗

つ
ね
も
の
で
あ
る
。
・
「
誇
朝
恩
可
期
幾
春
．
用
捨
之
聞
只
在
此
時
而

巳
。
」
と
記
し
て
い
る
。
翌
五
日
、
臨
時
の
朝
恩
に
よ
り
正
四
位
下
に

叙
せ
ら
れ
た
。
、
（
長
歌
記
）

紬
　
請
殊
豪
天
恩
因
准
先
例
被
兼
任
参
議
申
弁
閥
状
（
大
治
六
・
写

十
九
）

と
の
状
は
、
保
安
三
年
の
申
文
と
同
様
な
趣
を
顧
つ
た
竜
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
、
「
今
成
其
望
之
者
。
曹
長
懸
隔
之
後
進
。
多
又
肝
間

之
秀
才
也
。
」
と
後
進
に
越
え
ら
れ
る
不
満
を
洩
ら
し
て
い
る
。

㈲
　
請
殊
蒙
天
恩
依
当
職
労
腰
任
参
議
閲
状
（
天
承
二
正
・
二
・
十
）
・

こ
の
状
は
・
大
治
三
年
以
来
受
領
に
任
ぜ
ら
れ
な
い
不
遇
を
記
し
て

「
扱
之
先
代
未
聞
如
此
之
掩
沈
着
英
。
」
上
訴
え
、
さ
ら
に
昇
殿
の
厩

に
言
い
及
ん
で
、
「
嗟
乎
頼
長
既
傾
。
飴
喘
不
登
園
其
八
座
之
列
可

在
一
瞬
之
間
。
伏
巽
天
恩
依
当
職
労
被
兼
任
彼
関
。
将
知
明
暗
之
不
粟

愚
老
英
。
」
と
参
議
に
兼
任
さ
れ
る
こ
と
を
廟
っ
た
も
の
で
あ
る
。
参
一

議
兼
任
の
厩
は
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
保
延
三
年
の
状
に
「
名
通
・
2
1

票
富
之
樽
。
屈
侍
良
遊
。
」
と
あ
り
、
こ
の
後
昇
殿
の
こ
と
は
許
＿
れ
一

挺
よ
う
で
あ
る
。

㈱
　
詫
特
蒙
天
恩
依
為
当
省
丞
第
一
被
東
証
陸
奥
守
閲
状
（
保
延

元
・
六
．
・
）

l
・
こ
ね
状
は
、
受
領
に
任
ぜ
ら
れ
す
、
後
進
に
也
さ
れ
る
木
満
を
く
虻

か
え
し
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

の
．

こ
れ
は
申
文
と
し
て
は
見
ら
れ
な
い
が
、
敦
光
の
詩
の
狂
に
、
「
齢

有
六
旬
。
位
昇
四
品
。
輝
漏
朝
恩
。
未
挙
子
息
。
故
云
。
、
」
　
（
巻
八
）
　
′

「
年
老
官
冷
未
挙
一
口
。
故
云
。
」
　
（
巻
六
）
な
ど
と
あ
る
4
子
の
推

挙
が
関
心
事
で
あ
っ
た
当
時
で
あ
り
、
こ
う
し
た
憂
も
敦
光
の
不
満
を



深
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
、

以
上
、
不
遇
を
欺
く
言
葉
に
よ
っ
て
敦
光
の
不
遇
の
意
識
の
生
す

る
源
を
探
っ
て
ゆ
ぐ
と
」
官
位
と
兼
官
と
．
に
よ
せ
ら
れ
る
関
心
が
そ
の

誘
因
と
し
で
大
き
．
く
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
。官

位
へ
の
関
心
…
ト
…
∵
：
十
「
微
官
猶
趣
朝
市
裡
。
」
｛
巻
六
）

「
昏
衛
腐
敗
身
将
老
。
」
（
巻
九
）
な
ど
、
敦
光
は
し
ば
し
ば
官
の
疲
癖

を
欺
き
、
皇
恩
m
身
に
及
ば
な
い
こ
と
を
隙
む
。
二
十
五
歳
に
し
て
正

1
．
琵
際
駐
と
な
っ
た
藤
原
忠
通
は
指
ぐ
と
し
て
む
、
天
、
氷
二
年
十
月
廿

五
日
の
小
除
目
に
ヾ
・
十
歳
に
し
て
丹
波
守
と
な
っ
て
時
人
を
驚
か
せ
た

藤
原
息
隆
C
北
家
）
な
ど
と
ぐ
ら
べ
る
と
、
姦
光
の
生
浬
は
不
遇
で
あ
・

づ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
二
股
の
文
人
と
く
ら
べ
で
敦
光
が
と
ぐ

紅
不
遇
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
父
明
街
も
兄
敦
基
も
正

四
位
下
せ
世
を
終
っ
て
い
る
。
令
義
解
に
「
従
五
位
○
上
階
　
大
学
頭
。

正
六
位
○
下
階
大
学
助
大
学
博
士
。
」
　
「
正
五
位
○
下
階
　
七
省
大
輔
。

従
五
位
○
下
階
　
七
省
少
輔
∵
」
∴
（
二
中
歴
・
職
原
紗
に
も
同
様
の
記

載
が
あ
る
）
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
威
光
の
官
位
が
低
き
に
す
ぎ
る
と

ぼ
思
わ
れ
な
い
。
し
か
も
明
衝
に
「
青
雲
欲
絶
空
孤
随
。
皇
沢
難
軍
久

陸
沈
ピ
（
巻
五
）
。
等
の
歎
が
あ
甘
、
敦
基
・
敦
光
に
同
様
の
款
が
あ
る

の
は
何
故
で
ぁ
む
う
か
∵

∴
∴
教
基
の
詩
町
「
久
猟
書
帳
隔
栄
路
。
只
侍
鳳
街
仰
聖
恩
。
」
｛
巻
六
）

と
軋
り
、
敦
光
の
「
上
啓
間
借
所
望
事
」
の
状
に
「
独
守
閑
素
之
儒
職
。

ノ
巳
隔
栄
分
増
し
と
あ
る
の
は
、
儒
職
に
携
わ
る
こ
と
が
す
で
に
栄
分
軍

隔
て
て
い
る
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
当

時
の
記
録
に
儒
職
を
雅
職
と
称
し
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
の
も
、
尊
敬

の
念
に
の
み
潤
さ
れ
塑
言
葉
と
は
必
す
L
A
思
わ
れ
な
い
。
物
語
Q
廟

に
む
こ
う
し
た
社
会
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
綾
官
を
欺
く
敦
光
等
の
心
事

も
そ
と
か
ら
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
敦
光
が
他
の
文
人
達
と

く
ら
べ
て
さ
し
て
不
遇
と
は
思
わ
れ
患
い
と
い
う
こ
と
は
、
換
言
す
れ

ば
栄
分
を
隔
て
た
文
人
の
群
が
そ
こ
に
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
軋
る
。
1

（
上
暑
）
官
途
猶
歎
前
程
遠
。
人
世
漸
知
往
事
非
。
寄
語
斯
時
遊
放

1
士
。
低
吟
興
尽
苺
空
帰
。
（
巻
四
・
藤
原
宗
光
）

（
上
暑
）
理
髪
踵
蛇
裏
暮
担
。
一
生
零
落
剰
郵
程
。
今
陪
此
処
佳
遊

席
。
才
拙
詞
疎
独
批
情
。
（
巻
五
・
中
原
広
俊
）

、
（
上
暑
）
自
首
齢
衰
悪
鶴
髪
。
緋
杉
位
購
欺
寵
鐙
。
生
涯
徒
碁
無
成

士
。
貰
事
依
遠
未
過
逢
。
（
巻
五
・
醸
宗
孝
言
）

H
　
（
上
暑
）
詩
友
交
争
傾
預
北
。
官
途
等
落
失
司
南
。
寄
言
斯
席
倍
揚

士
。
鶴
髪
衰
翁
猪
有
悪
。
（
巻
五
・
大
江
任
国
）

な
ど
、
不
遇
歌
欺
く
詩
が
、
こ
の
文
人
の
群
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。
修

辞
の
常
套
と
発
想
の
類
似
か
ら
、
衷
現
に
ひ
そ
む
真
実
を
詩
的
虚
準
亨

見
な
し
て
し
患
う
の
は
危
険
で
あ
る
。

紀
伊
国
守
の
兼
任
を
厩
っ
た
申
文
に
、
l
敦
光
は
自
ら
を
「
儒
林
之
孤

枝
。
由
花
之
凡
井
也
。
」
、
と
称
し
、
「
錐
有
雲
貫
之
志
。
．
巳
無
吹
嗟
之

人
・
」
と
も
記
し
て
い
る
。
四
歳
に
し
て
父
明
衛
．
と
死
別
し
、
兄
敦
基

の
容
子
と
し
て
官
界
に
出
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
申
右
記
・
壷

22



浄
八
・
六
・
五
参
照
）
．
と
い
う
個
人
調
事
情
も
、
敏
光
の
不
遇
を
考
え

る
上
北
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
れ
が
、
こ
の
個
人
的
事
情
が
無
け
れ
ば

さ
ら
に
恵
ま
れ
た
経
歴
が
訪
れ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
確
証
は
な
い
。

兼
官
へ
の
関
心
…
・
…
…
∴
藤
原
氏
北
家
の
政
権
独
占
の
た
め
中
央
に

志
を
得
な
か
つ
盗
品
達
ザ
経
済
的
な
安
定
之
も
囲
っ
て
地
方
官
の
兼

任
里
心
し
た
こ
と
は
、
痘
豪
の
紺
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
敦
光
が
し

ば
し
ば
地
方
官
の
瀾
任
を
蘭
い
、
嶺
た
r
去
年
容
就
外
記
勘
文
被
任
加

賀
介
。
而
噸
成
訴
訟
。
申
播
磨
伊
与
権
守
。
任
仰
令
任
但
鳥
守
也
。
」

（
永
昌
記
．
・
保
安
瓦
．
・
甲
・
二
）
の
一
文
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
な
強
い

関
心
聖
示
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
同
様
な
事
情
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
致
光
の
家
計
に
つ
い
て
は
二
二
十
歳
の
時
の
作
に
「
孤
飲
虚
空
無
寸

緑
。
傷
哉
水
井
借
間
酬
重
し
　
（
巻
五
）
∴
と
あ
り
、
七
十
歳
頃
の
作
↓
初

冬
述
懐
首
鼠
」
（
続
文
粋
巻
こ
に
「
心
技
逐
時
墾
容
姿
随
嵐
枯
。
随

裏
携
几
枚
。
齢
碁
迫
桑
稔
。
壷
隙
誠
怯
址
。
賂
終
共
失
諏
。
悶
襟
朋
且

敵
。
」
と
あ
れ
、
度
々
0
申
文
に
も
↓
厩
水
冷
於
顔
瓢
身
嚢
。
則
何
五

其
飲
。
罫
炉
絶
轟
突
。
森
組
亦
不
堪
其
型
」
「
桑
枢
（
稔
イ
）
家
録

酪
送
州
五
年
。
」
な
ど
と
あ
る
の
を
み
る
と
、
代
々
恵
ま
れ
な
い
家
柄

を
考
え
あ
わ
せ
て
、
盈
か
な
状
態
に
あ
つ
た
と
は
思
え
l
な
い
㌣
江
戸
時

代
の
随
筆
壌
梯
庵
、
一
夕
話
に
、
散
光
の
生
活
を
か
た
れ
豊
か
な
ど
ケ
に

え
が
い
て
い
る
の
は
信
を
愚
き
が
た
い
。

・
地
方
官
兼
任
の
隣
の
う
ら
に
、
・
上
に
述
べ
た
よ
う
な
事
情
の
あ
る
こ

と
を
思
う
と
、
そ
の
顧
が
か
な
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
敦
光
の
不
遇
の
意

識
を
深
め
た
で
あ
ろ
う
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。

・
「
友
厭
白
屋
去
再
疎
。
」
（
巻
四
・
藤
原
周
光
）
「
英
咲
多
年
貧
嗜
道
。
」

（
巻
五
蘇
原
茂
明
）
「
山
門
深
虎
自
忘
負
」
（
巻
十
・
菅
原
時
登
）
な
ど
、

負
を
欺
く
声
が
文
人
の
群
に
開
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
兼
官
へ
の
関
心
が

彼
等
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も

そ
の
実
現
が
本
人
の
能
力
に
ょ
り
も
外
在
的
条
件
に
か
け
ら
れ
る
よ
う

な
社
会
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
典
団
の
不
満
が
考
宜
ら
れ
る
の
で
濁
る
。

′

以
上
、
敦
光
を
声
と
し
て
衰
退
の
意
識
の
誘
因
を
考
え
て
み
た
。

誘
因
が
こ
．
の
ニ
ケ
に
止
ま
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
文
人
達
に
共
通
す
る

も
の
と
し
で
は
こ
の
二
つ
が
大
き
く
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。

不
遇
の
意
層
が
生
す
る
の
は
、
主
体
自
身
の
意
識
で
あ
る
。
「
官
位

へ
・
の
関
心
」
　
「
兼
官
へ
の
関
心
」
と
い
う
言
芽
も
そ
の
こ
と
整
示
し
て

い
る
・
儒
職
が
閑
職
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
肱
を
枕
と
し
て
通
釈
払
暁

う
勢
み
を
知
れ
ば
、
敦
光
の
不
満
も
和
ら
げ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
む
う
。
敦

光
の
場
合
、
そ
う
し
聖
拉
観
を
許
さ
な
い
自
負
心
が
彼
を
苦
し
め
て
い

る
。
文
学
の
道
と
家
柄
と
に
対
す
る
自
負
心
　
－
　
す
な
わ
ち
、
「
自
飴

之
儒
誰
有
此
功
哉
。
」
　
「
他
人
之
功
不
及
十
分
之
一
。
」
　
「
其
中
功
効

勝
他
之
者
某
一
人
也
。
」
な
ど
′
の
言
葉
に
み
ら
れ
る
文
学
の
道
に
対
す

る
月
負
と
、
「
先
例
堆
下
姓
之
者
。
被
用
才
塾
多
任
佃
害
。
義
教
光
老

重
代
珂
蝉
之
凌
。
延
久
聖
主
御
侍
讃
之
男
也
㍗
璧
混
凡
流
哉
L
。
」
と
い

う
言
葉
に
よ
く
示
さ
れ
て
れ
る
家
柄
に
対
す
る
自
負
と
が
こ
れ
で
あ

る
。
こ
の
顆
の
言
葵
は
彼
の
詩
文
の
は
し
ば
し
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

結
果
が
世
に
多
く
を
球
め
る
期
待
と
な
り
、
期
待
が
裏
切
ら
れ
る
こ
と
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か
ら
木
遇
の
意
識
へ
一
と
つ
な
が
る
。
他
人
に
鬼
ん
℃
ら
れ
る
こ
と
を
著

し
く
気
に
す
る
よ
う
な
、
ま
た
嫌
う
人
々
と
の
同
席
を
あ
ら
わ
に
拒
む

（
長
秋
記
・
長
森
二
・
六
・
二
十
七
参
照
）
∵
よ
う
な
性
格
－
合
記
一

本
灯
「
敦
光
雄
非
沌
儲
之
琴
云
々
」
の
評
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

が
．
こ
う
し
た
性
格
と
無
縁
の
言
葉
と
は
思
わ
れ
な
い
I
が
敦
光
の

自
負
心
む
か
な
り
際
立
た
せ
て
い
る
が
、
他
の
文
人
に
つ
い
て
も
、
不

遇
監
嘉
藍
等
る
源
に
自
負
心
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
・

し
か
し
、
本
朝
無
題
詩
十
巻
を
う
．
す
め
る
丈
人
達
の
不
遇
を
欺
く
詩

を
み
る
と
、
不
遇
の
意
識
の
誘
因
が
内
在
的
な
も
の
よ
り
も
外
在
的
な

も
の
に
よ
り
多
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
請

特
蒙
天
腰
訂
准
先
例
被
叙
式
家
氏
爵
状
」
「
請
特
憩
完
膚
因
唯
先
例
叙

京
宏
氏
爵
状
」
（
朝
野
群
軌
巻
盟
を
見
て
も
知
ら
れ
る
藤
原
氏
北
家
の

専
権
、
ま
た
院
政
と
武
士
勢
力
の
接
頭
と
に
よ
る
貴
族
社
会
そ
の
も
の

の
衰
え
、
・
社
会
に
対
す
る
適
応
性
を
欠
い
た
文
人
達
が
次
第
に
沈
ん
で

ゆ
く
　
ー
　
そ
う
し
た
社
会
の
存
在
が
こ
こ
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅷ
　
「
現
実
隔
絶
」
の
場

．
．
栄
分
を
隔
て
た
文
人
達
は
、
ど
の
よ
う
な
場
に
慰
め
を
求
め
て
い
っ

た
の
で
透
ろ
う
か
。

書

慎

国

紙

障

ノ
寸
緑
斗
儲
求
豊
得
。
生
涯
本
自
任
浮
沈
。

顧
身
遂
識
粟
枯
分
。
在
世
狗
憎
遊
官
心
。
．

晋
桂
嘗
初
認
入
手
。
呉
桐
伺
日
通
知
音
。

一
緒
狂
句
〓
宜
酒
。
宙
裡
時
時
足
酔
吟
。
（
巻
二
）

と
詠
ん
だ
藤
原
適
無
が
、
「
〓
掃
狂
句
〓
畢
酒
。
」
の
世
界
に
も
「
身
．

是
浮
雲
栖
物
外
。
仰
猶
満
月
致
和
南
。
」
　
（
巻
十
）
の
世
界
に
も
住
し

得
ず
、
・
保
元
、
平
治
の
乱
に
不
満
の
発
散
を
計
っ
た
の
は
、
現
実
に
対

処
す
る
行
動
的
な
一
つ
の
生
き
方
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
法
皇
や
武
士

の
勢
力
に
つ
な
が
っ
て
栄
達
の
道
を
は
か
る
の
も
行
動
的
な
生
き
方
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
の
行
動
性
を
持
ち
得
な
い
多
く
の
文
人

達
が
撰
ん
だ
の
は
、
不
満
に
み
ち
た
現
実
か
ら
意
識
的
に
自
己
を
喘

絶
し
、
現
実
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
免
れ
し
め
る
よ
う
な
場

－
　
「
現
実
隔
絶
」
の
場
を
設
定
し
、
そ
こ
に
生
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
こ
の
「
現
実
隔
絶
」
の
場
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
詩
と
酒
と
仏
－

と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

〇
滴

文
花
独
慨
栄
怜
異
。

唯
敏
感
愛
及
術
泌
。

坐
望
覇
道
解
日
登

秘
書
官
冷
沈
塵
巷
。

酔
郷
自
識
毀
啓
空
』

屈
侍
花
産
隋
巷
薫
　
（
巻
四
）

臥
思
生
計
枕
空
歌
。

暫
為
忘
憂
傾
酒
尼
。
（
巻
九
）

等
の
作
が
敦
光
に
あ
る
。
「
曹
忘
百
憂
酒
清
輝
。
」
（
巻
四
）
「
曹
璃
忘
憂

掛
桂
酒
。
」
（
巻
四
）
等
、
酒
に
よ
っ
て
憂
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
の
で
箇

る
。
酒
を
楽
し
む
こ
と
、
文
学
の
営
み
が
酒
と
ふ
か
く
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
は
中
国
に
も
我
が
国
に
も
先
樅
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
酌
酒
言

詩
」
の
類
の
詩
が
本
朝
無
窮
詩
に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
酒
に
よ
る



忘
憂
、
が
当
時
の
文
人
の
「
環
其
隔
絶
」
の
場
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

一

当
時
、
．
僧
侶
連
の
問
に
愛
酒
の
風
が
あ
っ
た
こ
と
虻
、
天
壌
冗
年

（
二
三
こ
敦
光
が
記
し
た
「
延
暦
寺
起
請
」
（
朝
野
群
載
巻
三
）

、
・
長
治
元
年
（
二
〇
四
）
僧
侶
某
の
手
に
な
渇
「
起
請
酒
事
」
（
三

十
五
人
搾
）
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
当
時
の
僧
侶
の
綱
紀
の
乱
れ
か

ら
推
せ
ば
驚
く
に
当
ら
な
い
が
、
飲
酒
が
「
誠
是
作
十
悪
之
根
本
。
破

五
戒
之
刀
矛
。
」
（
担
詩
酒
事
）
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
l

本
朝

無
国
詩
に
「
暫
忘
禁
戒
酒
方
酎
。
」
（
巻
八
・
惟
宗
孝
言
）
「
暫
忘
禁

戒
十
分
酒
。
」
（
巻
九
・
中
原
灰
俊
）
「
酒
忘
梵
戒
酌
渓
南
。
」
（
巻

九
・
仝
上
）
「
群
舞
禁
戒
欲
掛
膠
。
」
（
巻
十
・
仝
上
）
「
還
悪
禁
戒
酔

申
眠
。
」
（
巻
十
・
藤
原
周
光
）
な
ど
の
句
が
見
ら
れ
る
の
は
、
文
人

達
の
心
の
仏
教
へ
の
傾
き
聖
示
す
と
と
も
l

吟
、
を
ゐ
信
仰
心
が
敢
て
酒

を
斥
け
る
一
途
．
さ
に
欠
け
て
い
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
五
十
歳
以

後
は
「
身
埠
頭
璧
口
調
妙
侭
。
禁
酒
及
色
。
断
郊
文
壇
。
」
（
巻

五
）
と
讃
え
ら
れ
る
生
き
方
を
し
た
三
尊
為
庚
の
よ
う
な
人
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
酒
・
仏
と
も
に
心
ひ
か
れ
た
文
人
連
に
は
こ
の
点
に

つ
い
て
の
妥
協
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

○
仏
（
仏
教
）

「
延
暦
寺
起
請
」
の
末
文
に
「
薯
然
則
現
世
誇
賜
紫
之
簗
パ
常
生

（
世
イ
）
謹
登
蓮
之
果
。
云
云
」
と
あ
る
の
は
、
敦
光
に
お
い
て
田
世

間
的
志
向
と
世
間
的
志
向
と
が
さ
り
げ
な
く
共
存
し
て
い
る
の
を
示
し

て
い
る
が
、
そ
う
し
た
あ
ら
わ
れ
は
他
に
も
見
得
る
。

後
宮
猶
厨
朝
市
裡
。

蒲
候
眉
野
望
雄
隊
。

閲
水
流
年
賦
却
老
。

何
日
未
作
山
林
士
。

画
臥
山
霊
飴
囁
休
。

褒
乗
五
十
飴
担
雪
。

老
樹
漸
疎
霜
復
業
。

垢
塵
難
梯
罪
恨
項
。

等
の
敏
光
の
詩
に
は
、

浮
遊
未
隠
碁
山
南
。

近
取
戸
庭
子
和
語
。
．
（
巻
六
）

紆
峯
残
月
足
観
空
。

．
官
学
無
成
僚
倒
翁
。
（
巻
八
）

被
l
牽
微
官
未
掩
留
。

隈
轟
三
千
世
界
秋
。

盆
涯
易
過
晩
奔
流
重

唯
祀
金
仙
低
白
頭
。
（
巻
九
）

彼
岸
を
の
ぞ
む
出
世
間
的
志
向
と
此
岸
に
ひ
か

れ
訂
世
間
的
志
向
の
縫
れ
が
あ
る
。
こ
の
捲
れ
は
、
「
将
脱
替
繰
蹄
野

澤
。
恭
沌
（
憶
イ
）
聖
化
跡
猶
留
。
」
（
巻
二
）
「
元
日
安
閑
雑
適
性
。
須
蹄

荷
重
仰
皇
恩
。
」
（
巻
六
）
等
と
詠
じ
て
い
る
明
街
や
そ
の
他
の
文
人
達

の
持
ち
つ
づ
け
た
も
の
で
も
あ
る
。
出
世
問
の
志
向
が
時
に
昂
揚
す
る

に
し
て
も
、
現
世
的
な
つ
な
が
り
を
全
く
断
ち
き
る
に
い
た
ら
な
い
。

不
遇
の
意
識
が
自
負
心
に
導
か
れ
八
白
魚
心
は
現
世
的
な
も
の
へ
．
の
執

箔
と
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
か
ら
、
不
遇
を
欺
く
文
人
達
の
田
世
間
的
志

向
が
多
く
の
場
合
に
決
定
的
な
カ
を
欠
い
て
い
た
こ
と
は
自
然
で
あ

る
。
敦
光
は
天
寿
元
年
四
月
廿
日
病
に
よ
っ
て
出
家
、
十
月
廿
八
日
に

覆
し
た
が
、
本
朝
新
修
往
生
伝
に
は
、
そ
の
授
す
る
や
彩
雲
宝
を
掩
う

苛
祥
堅
示
し
た
と
記
し
、
ま
た
敦
光
一
生
の
聞
深
く
仏
法
を
信
じ
法
華

経
を
転
読
す
る
こ
と
二
千
部
に
及
び
遷
仏
写
経
は
記
す
に
迫
が
な
い
と

も
記
し
て
・
い
る
。
些
か
溢
美
の
言
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
よ
う
で
あ

る
。
敦
光
五
十
四
歳
の
時
の
作
「
莞
天
十
二
、
時
銘
井
序
」
　
（
統
文
粋
巻
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十
こ
甘
「
余
台
嶋
訪
道
。
法
水
間
津
。
」
と
あ
り
仏
法
へ
の
潜
心
を

見
る
こ
と
が
で
き
∵
と
く
に
七
十
三
歳
以
後
は
申
文
な
ど
も
書
か
す

l
－
・
単
に
資
料
の
散
朕
と
い
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
ー
仏
法
へ
の

帰
依
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、

梵
官
高
倣
隔
塵
貸
。

先
週
仙
翁
丹
竃
洞
。

月
斜
半
夜
鐙
声
裏
。

専
礼
千
草
台
上
伸
。

筋
力
壇
裏
柁
得
攣
。

統
談
禅
客
白
雲
山
。

霜
老
八
旬
褒
色
問
。

心
賠
引
摂
涙
党
潜
。
（
巻
十
）

容
尋
講
寺
如
柴
剤
。

遠
水
岸
晴
空
葦
色
。

親
身
自
悟
人
間
夢
。

柱
史
素
為
朝
市
隠
。

適
尋
古
寺
到
城
東
。

俗
慮
不
侵
観
念
底
。

撃
退
法
冷
暗
迎
老
。

猥
有
幹
林
思
恵
澤
。

引
歩
禅
庭
竹
故
障
。

故
山
渓
晴
男
松
整
。

垂
老
漸
忘
世
上
栄
。

嶺
雲
莫
厭
有
浮
名
。
（
巻
八
）

終
日
悟
雇
恨
畳
窮
。

浮
生
易
幕
別
郡
申
。

眼
界
花
飛
便
悟
空
。

毎
看
枝
葉
我
心
桐
㍗
　
（
巻
八
）

な
ど
の
作
に
は
老
境
の
心
事
を
う
か
が
い
う
る
。
し
か
し
、
「
唯
悪
齢

清
八
旬
算
。
仕
官
途
未
得
体
。
」
　
（
巻
五
）
　
「
八
十
飴
祖
残
喘
少
。

更
爽
此
抑
又
何
期
。
」
　
（
巻
十
）
　
「
可
似
八
旬
愚
老
質
。
明
時
恩
隔
送

居
諸
。
」
　
（
巻
二
）
な
ど
の
句
を
み
る
と
仏
教
の
三
昧
場
に
住
し
得
て

い
る
と
墜
言
い
が
た
く
、
病
に
よ
る
出
家
と
い
う
慣
習
的
な
機
会
を
待

た
な
く
て
は
素
懐
を
遂
げ
得
た
か
つ
．
た
所
以
も
こ
1
に
あ
ろ
う
。
家
職

の
き
づ
滋
、
現
世
的
な
つ
な
が
り
を
捨
て
得
な
か
っ
た
敦
光
、
そ
の
姿

は
他
の
文
人
の
姿
で
も
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
保
延
六
年
（
．
二
四

〇
）
、
敦
光
七
十
八
歳
の
時
、
北
面
の
武
士
佐
藤
義
清
は
遁
世
し
て
西

行
と
名
を
か
え
た
。
・
「
家
富
年
若
。
心
無
愁
。
」
　
（
台
記
）
と
言
わ
れ

な
が
ら
二
十
三
歳
に
し
て
世
を
捨
て
た
西
行
と
八
十
を
越
え
て
な
お
出

家
し
得
な
か
っ
た
敦
光
と
、
生
き
方
の
は
げ
し
さ
と
い
う
と
と
を
考
え

さ
せ
る
の
で
あ
る
。

次
に
文
人
達
の
仏
教
へ
の
帰
依
が
、
と
く
に
「
空
朝
」
に
つ
な
ぎ
と

め
ら
れ
て
い
る
点
を
考
え
て
み
た
い
。

こ
う
し
た
敦
光
の
詩
は
空
観
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
．
乙
で
は
、
「
苗

慮
皆
空
観
月
坐
。
百
憂
哲
断
輿
雲
来
。
」
　
（
巻
八
・
敦
光
）
の
句
に
よ

く
見
ら
れ
渇
よ
う
に
、
「
空
」
の
観
想
が
忘
憂
の
は
た
ら
き
．
を
果
す
。

「
心
在
空
門
齢
巳
老
。
須
辞
俗
境
脱
撃
砕
。
」
　
（
巻
八
・
藤
原
李
的
）

「
従
師
自
学
空
門
法
。
不
蚕
俗
間
綬
毀
尊
。
」
　
（
巻
十
・
藤
原
周
光
）

「
談
僧
新
設
幽
玄
聖
不
恨
人
間
官
繰
紗
。
」
（
巻
八
・
藤
原
敦
宗
）

「
五
欲
皆
消
観
念
睦
。
百
年
半
碁
自
由
中
。
」
八
巻
十
・
藤
原
去
俊
）

な
ど
、
空
観
の
幅
広
い
流
れ
を
辿
る
と
と
が
で
き
る
が
、
本
朝
無
題
詩

に
「
空
」
「
空
概
」
の
語
が
俗
界
・
俗
墳
・
俗
間
・
叡
尊
・
塵
慮
●
盛

事
・
盛
労
・
塵
藁
な
ど
の
言
葉
と
し
ば
し
ば
対
置
さ
れ
、
ま
た
浮
生
・

浮
命
．
浮
名
」
浮
栄
の
語
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
あ

わ
せ
る
と
、
こ
う
し
た
空
概
が
「
現
実
隔
絶
」
の
意
識
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
左
だ
、
空
節
の
議
を
勧
す
る
こ
と
は
、
そ

の
裸
に
「
行
」
を
予
想
す
る
の
．
で
あ
る
が
、
文
人
達
の
「
塀
実
隔
絶
」

の
意
識
の
支
え
と
な
っ
た
の
が
主
と
し
て
「
勧
」
の
画
で
あ
っ
た
こ
と
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、

は
、
詩
酒
と
の
心
す
ぴ
つ
き
を
考
え
る
上
に
も
、
ま
た
上
指
の
詩
句
に

も
み
ら
れ
る
ー
　
「
洞
賽
煙
霞
従
可
楽
。
二
生
伺
必
在
皇
州
．
」
（
巻

十
・
源
時
綱
）
を
こ
1
に
挙
げ
た
い
と
思
う
が
・
「
荘
老
の
思
想
の
流

れ
を
考
え
る
上
に
も
見
逃
す
宅
と
が
で
き
な
い
。

○
詩
（
文
学
）

藤
原
敦
光
が
宏
職
で
あ
る
文
学
の
道
に
励
ん
だ
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
二
二
十
二
歳
の
時
の
釈
乗
に
講
師
と
な
っ
て
以
来
（
中
右
記
）
、

彼
の
生
渾
ほ
こ
の
道
に
か
け
ら
れ
た
。
「
某
齢
在
幼
日
憶
継
儲
風
。
専

慕
移
孝
為
息
之
墾
深
励
嗜
学
立
身
之
心
。
夙
興
蜃
喝
。
限
徒
疲
篇

茸
。
膏
暑
凌
舞
・
手
不
拾
書
巻
。
」
（
統
文
蘭
巻
六
）
と
述
懐
し
て
い

る
が
、
儒
職
の
宏
に
生
ま
れ
て
典
籍
に
埋
も
れ
読
雷
に
励
み
、
「
暫
厨
」

と
さ
え
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
周
易
・
左
侍
・
毛
詩
・
礼
記
・
論
語
．
孝

経
・
妃
記
・
後
漢
書
・
文
選
等
に
造
詣
深
く
、
命
を
う
け
て
詔
勅
・
宣

命
・
庸
文
・
呪
顧
文
・
告
文
・
勘
文
等
の
作
製
に
あ
た
り
、
「
凡
常
時

文
章
銘
賀
。
必
便
数
光
革
之
。
」
（
大
日
本
史
列
伝
）
と
記
さ
れ
て
い

る
。
生
涯
そ
の
手
に
な
っ
た
文
筆
詩
句
は
堕
一
十
合
に
満
ち
た
と
も
言

う
。
（
往
生
伝
）
家
職
と
し
て
の
文
学
、
－
「
唯
嗜
文
学
而
為
立
身
之

計
。
将
抽
忠
勤
而
表
事
君
之
誠
。
」
　
（
統
文
粋
巻
六
）
と
自
ら
記
し
て

い
る
よ
う
な
文
学
、
そ
う
し
た
史
学
は
精
励
さ
．
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
か
ら
生
す
る
自
負
が
、
か
え
っ
て
不
遇
の
意
識
を
た
か

め
る
も
の
で
も
あ
る
。
「
文
路
何
堪
迷
寸
歩
。
官
途
猫
隔
従
整
機
。
」

（
巻
四
）
「
林
靡
野
禽
憐
我
否
。
猫
疲
文
路
碁
齢
墾
」
（
巻
八
）
な

ど
に
み
る
、
人
を
し
て
疲
れ
さ
せ
、
報
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
空
し
さ

か
ら
く
る
失
意
に
沈
ま
せ
為
文
学
で
あ
る
。
文
人
の
群
か
ら
、
そ
う
し

た
文
学
の
道
に
倦
ん
だ
声
が
洩
れ
る
沌
詩
の
表
現
に
多
少
の
謙
譲
の
意

を
汲
む
に
し
て
も
、
官
界
に
怠
け
る
地
位
と
む
す
ぴ
つ
い
て
小
る
よ
う

な
文
学
が
人
々
を
現
実
か
ら
隔
絶
し
て
く
れ
る
は
た
ら
．
き
を
持
た
な
・
い

こ
と
は
明
か
で
卸
る
。
「
現
冥
隔
絶
」
の
場
を
与
え
て
く
れ
る
文
学
は

別
に
あ
る
。
敦
光
の
詩
に
「
官
冷
久
為
朝
市
隠
。
閑
申
嗜
学
白
地
他
。
」

（
巻
三
）
と
あ
る
が
、
こ
の
旬
が
「
終
督
対
月
入
詩
魔
。
」
の
句
と
応
じ

て
い
る
の
を
み
る
と
、
こ
こ
に
い
う
「
学
」
が
上
に
述
べ
た
よ
う
な
史

学
に
限
定
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
「
文
路
何
堰
迷
寸
歩
。
」
に
対

し
て
「
閑
調
滞
篇
倍
竹
扉
。
」
と
あ
り
、
「
螢
窓
倦
学
貪
風
月
。
」
（
巻

四
）
を
承
骨
て
「
倍
階
荘
周
舞
物
理
。
狗
携
氏
泰
生
諭
。
」
と
あ
る

の
な
ど
を
見
る
と
、
自
己
を
疲
ら
せ
倦
ま
せ
る
文
学
と
は
別
に
、
詩

が
あ
り
、
荘
老
の
文
学
が
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
そ
う
し
た
限
定
を
は

な
れ
て
余
裕
あ
る
、
日
放
的
な
、
「
閑
散
之
心
」
を
養
う
文
学
が
あ
る

こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
大
学
の
教
科
に
は
文
選
な
ど
も
含
ま
れ
て
l
い

る
以
上
、
詩
が
衆
職
と
し
て
の
儒
学
と
拘
り
な
く
あ
る
と
い
う
の
で
な

く
、
主
体
の
意
識
に
お
い
て
家
職
と
し
て
の
文
学
と
区
別
さ
れ
る
よ
う

な
文
学
が
、
あ
る
い
は
詩
と
な
り
、
あ
る
い
は
荘
老
の
思
想
を
湛
え
た

文
学
と
な
′
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
聖
口
う
の
で
あ
る
。
か
く
て
文
学

も
、
「
老
後
通
交
華
席
末
。
合
聖
夜
曹
忘
憂
。
」
（
巻
三
．
惟
宗
著

書
）
．
の
旬
に
み
る
よ
う
隼
忘
憂
の
は
た
ら
き
社
有
し
て
く
る
。

晩
年
、
敦
光
が
仏
教
に
心
を
ひ
そ
め
て
い
る
之
と
は
す
で
に
述
べ
た

が
、
そ
の
頃
「
余
則
七
旬
而
詞
華
春
（
醇
）
廃
。
伺
遊
於
範
書
乏
廟
。
」
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（
統
文
粋
巻
三
）
「
敦
光
身
老
風
月
之
琵
。
久
疲
儒
学
。
」
　
（
統
文
粋
巻

六
）
と
記
し
て
い
る
の
は
、
世
隙
的
志
向
の
薄
ら
ぎ
が
象
職
と
し
て
の

文
学
に
対
す
る
関
心
の
薄
ら
ぎ
を
招
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

開
放
の
心
を
養
う
文
学
が
こ
れ
に
代
る
。
．
文
学
へ
の
関
心
が
宗
教
感
情

の
動
き
に
つ
れ
て
揺
れ
る
の
で
あ
る
。
閑
故
の
文
学
が
老
境
に
お
い
て

の
み
存
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
多
分
に
老
年
的
性
格
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
文
学
に
占
め
る
荘
老
の

思
想
の
位
置
に
つ
い
て
は
今
は
触
れ
な
い
。

以
上
、
詩
・
酒
・
仏
の
三
者
に
つ
い
て
、
を
ゐ
忘
憂
の
は
た
ら
き
を

有
す
る
こ
と
、
「
現
実
隔
絶
」
の
場
と
な
り
㌣
る
こ
と
を
考
え
冤
三

者
の
他
に
「
琴
」
も
同
様
の
は
た
ら
き
を
持
つ
。
弟
明
過
が
笛
の
上
手

で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
敦
光
に
も
琴
を
弾
じ
て
変
を
遣
る
詩
が
少
く
な

い
。
詩
・
酒
・
仏
の
三
者
に
琴
を
加
え
れ
ば
、
「
愛
琴
愛
酒
愛
詩
。
」

の
詩
人
白
居
易
の
姿
が
色
魔
ぐ
で
て
そ
の
影
響
を
思
う
上
で
の
層
も

あ
る
。
し
か
し
、
琴
酒
は
し
ば
し
ば
一
つ
の
場
に
共
存
し
、
ま
た
ひ
ろ

く
文
人
達
に
つ
い
て
言
う
に
は
や
1
特
殊
に
す
ぎ
る
と
い
う
点
で
、
こ

と
さ
ら
に
「
琴
」
－
は
措
摘
し
な
い
こ
と
に
す
る
4

平
安
時
代
末
期
の
文
人
達
が
求
め
た
の
は
、
詩
・
酒
・
仏
主
薯
の
結
び

つ
き
の
上
に
形
成
さ
れ
る
「
現
実
隔
絶
」
の
場
で
あ
っ
た
。
三
者
が
内

在
さ
せ
て
い
る
背
反
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
「
暗
妨
空
鶴

詩
後
思
。
還
意
禁
戒
酔
申
眠
。
」
　
（
巻
十
・
藤
原
周
光
）
　
「
詫
般
不
染

濁
観
念
。
唯
有
詩
魔
未
得
降
。
」
　
（
巻
八
・
藤
原
季
綱
）
な
ど
は
そ
の

背
反
性
に
つ
き
当
っ
て
い
る
。
つ
き
当
わ
な
が
ふ
、
な
お
詩
が
生
ま
れ

る
の
は
三
者
の
調
和
さ
れ
た
場
が
あ
る
こ
と
を
京
す
。
詩
・
酒
・
仏
の

結
び
つ
き
を
可
能
に
さ
せ
る
も
の
は
三
者
自
体
の
中
に
あ
る
の
で
な

く
、
背
反
性
を
意
識
し
な
が
ら
も
調
和
さ
せ
て
受
け
と
る
、
そ
の
受
け

と
り
方
の
中
に
あ
る
。
そ
う
し
た
調
和
は
、
つ
き
つ
め
た
思
念
の
采
に

得
ら
れ
る
よ
り
も
む
し
ろ
気
分
的
な
妥
協
の
上
に
求
め
ら
れ
る
調
和
で

あ
っ
て
前
稲
で
風
流
的
調
和
と
呼
ん
貯
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
．
た
調

和
に
文
人
と
し
て
の
立
場
が
み
ら
れ
る
。

詩
・
酒
・
仏
の
風
流
的
調
和
に
形
成
さ
れ
る
「
現
冥
隔
絶
」
の
場
、

そ
れ
は
栄
分
を
隔
て
た
人
々
だ
け
の
す
の
で
は
な
い
。
「
忘
憂
」
と
い

う
、
そ
の
変
に
も
諸
相
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
「
現
実
隔
絶
」
の

場
が
、
政
治
面
か
ら
押
し
の
け
ら
れ
た
文
人
達
に
上
っ
て
愛
さ
れ
、
育

て
ら
れ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
時
代
の
特
色
が
見
も
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
　
勧
学
会
の
流
れ

上
に
見
て
き
た
よ
う
な
「
現
実
隔
絶
」
の
場
が
平
安
時
代
末
期
の
文

人
連
の
も
の
と
な
る
先
樅
と
し
て
、
劫
学
会
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

幼
学
会
を
成
立
さ
せ
た
の
は
、
．
文
人
達
の
宗
教
的
情
熱
で
あ
っ
た
。

「
宗
教
的
情
熱
」
と
い
う
言
葉
に
重
み
が
か
け
ら
れ
る
の
は
も
と
よ
り

、
だ
が
、
「
文
人
達
の
」
と
い
う
言
葉
に
も
劣
ら
ぬ
重
み
が
か
け
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
会
の
主
導
精
神
と
な
っ
た
狂
言
綺
語
観
が
法
華
信
仰
と

自
氏
讃
歎
の
情
に
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
勧
学
会
の
こ
の
性
格
は
、

こ
こ
に
い
う
「
現
実
隔
絶
」
の
場
に
投
影
し
て
い
る
。
「
詩
境
未
地
口
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菓
因
。
」
（
巻
九
・
藤
原
散
光
）
．
一
「
詩
是
狂
言
由
石
上
。
」
（
巻
九
．

中
原
灰
俊
）
「
口
業
唯
披
釈
部
書
。
」
．
（
巻
四
・
藤
原
周
光
）
「
詩
脛

口
業
情
猶
勧
・
」
（
巻
十
・
仝
上
）
「
水
洗
碁
年
口
業
塵
。
」
（
巻

九
・
仝
上
）
「
宿
癖
輝
癒
詩
是
業
。
」
（
巻
六
・
大
江
佐
国
）
」
詩
悪

口
業
老
年
魂
。
」
（
巻
八
・
藤
原
知
房
）
「
戯
諭
聖
毒
口
業
。
酎
之

争
作
善
詞
。
」
（
巻
五
・
繹
蓮
繹
）
「
繹
侶
彗
晶
綺
侶
（
語
イ
）
。

結
線
皆
是
善
根
人
・
」
（
巻
八
・
大
江
匡
房
）
な
ど
、
そ
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
る
。

恕
学
食
が
藤
原
敦
宗
の
頃
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
堅
剛
稿
に
記

し
抱
が
惑
宗
の
足
し
た
天
、
竺
一
年
（
二
二
）
六
波
羅
賛
寺
で
勧
学

会
が
催
さ
れ
て
い
る
（
缶
右
記
）
。
中
原
贋
俊
・
惟
宗
孝
吉
．
藤
原
敦

宗
・
大
江
匡
房
等
本
朝
無
国
詩
の
作
者
達
が
勧
学
会
に
参
じ
た
こ
と
の

あ
る
の
は
明
か
で
、
式
部
少
哺
・
大
学
頭
な
ど
の
参
会
す
軋
例
（
勧
学

会
之
記
・
朝
野
群
載
巻
三
）
か
ら
推
し
て
敦
光
な
ど
も
ま
た
参
会
の

機
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
。
本
朝
無
国
詩
に
は
「
秋
日
六
波
描
坊
専
言

志
し
（
巻
九
・
敦
光
）
等
、
勧
学
会
で
の
作
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
少

く
な
い
。

か
く
見
て
く
る
盲
、
平
安
時
代
末
期
の
文
人
達
が
生
き
た
「
現
実
隔

絶
」
の
場
が
勧
学
会
の
流
れ
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
艦
会
の
変
容
が
辿
ら
れ
る
こ
と
は
見
逃
し
が

た
い
。
離
日
炉
従
所
収
の
本
朝
無
国
詩
十
巻
を
通
じ
て
「
勧
学
会
」
の

名
が
全
く
見
出
さ
れ
な
い
の
は
、
偶
然
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
．
こ

の
変
容
を
暗
示
し
て
い
る
。
．
勒
学
会
そ
の
も
の
の
歴
兜
の
樫
に
す
で
に

辿
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
轡
一
十
日
素
二
十
人
か
ら
な
る
限
ら
れ
た

構
成
員
、
三
月
九
月
の
十
五
日
と
い
．
う
．
定
期
を
有
す
る
会
と
し
て
で
な

く
、
酒
と
詩
と
を
れ
を
つ
1
む
仏
教
的
観
想
を
雰
囲
気
と
し
て
愛
す
る

人
々
の
集
い
に
ひ
ろ
が
り
、
・
モ
れ
が
や
が
て
個
人
ひ
と
り
ぴ
と
り
に
と

っ
て
も
「
現
実
隔
絶
」
の
場
と
な
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
初
期
の
勒
学

会
に
も
「
現
実
隔
絶
」
の
場
と
し
て
の
意
味
は
諌
め
ら
れ
な
く
、
は
な

い
・
し
か
し
、
そ
こ
に
は
文
学
と
仏
教
と
の
背
反
に
む
け
ら
れ
る
懐
奴

が
根
を
下
ろ
し
て
い
る
・
詩
・
酒
・
仏
の
圃
流
的
調
和
か
ら
は
、
そ
う

し
密
懐
疑
は
担
り
得
な
い
。
狂
言
綺
語
と
い
う
言
葉
の
迫
力
を
失
っ
た

使
用
、
勒
鴇
な
ど
修
辞
技
法
の
盛
窄
－
閑
放
の
文
学
は
こ
の
こ
と
と

無
縁
で
な
い
ー
が
、
聖
轟
詔
観
の
観
念
的
継
承
と
そ
の
固
着
と
を

示
し
て
い
る
・
勒
学
会
は
、
そ
の
讃
仏
言
詩
の
場
が
こ
う
し
ガ
「
現
実

隔
絶
」
の
場
と
す
り
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
ょ
つ
て
終
焉
へ
の
歩
み
を

早
め
て
い
っ
た
の
で
あ
．
る
。

聖
露
語
観
が
、
漢
文
学
の
筒
野
に
お
い
七
、
よ
れ
展
開
せ
し
め
ら

れ
る
こ
と
の
た
か
っ
た
原
因
は
、
以
上
に
述
べ
畢
よ
う
な
と
こ
ろ
に
求

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
和
歌
文
学
に
お
い
て
は
さ

ら
に
清
澄
な
彗
口
綺
語
樹
の
受
容
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
．
つ

い
て
の
考
察
は
別
の
機
会
を
得
て
記
し
た
い
と
思
う
。

29－・




